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グインを生成した。普段ミックス作業を行なっている実験参加者 2 名に、そのプラグインを DAW で使用してサウンドデザイ
ンを行ない、映像と合わせて各効果音の定位と幅をリアルタイムで調整した。そのミックスを用い、主観評価実験を行い、
実験参加者に効果音の全体的な空間印象について評価してもらった。その結果を分析し、音像の広がり処理により空間印象
を向上できると検証した。 
 以上の調査、検証実験を通しで、本研究で提案された処理方法は、適切な音源、パラメーターの条件の下に、有効にモノラ
ル音源の音像幅を合成と制御することができるし、オーディオ制作へも実際に応用できると検証した。しかし、個人差と音
源特性への依存性があり、今後の研究でさらに調査と改善する必要があると意味した。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 これまで映像作品や音楽を再生する方式として、2台のスピーカを視聴位置前方に配置したステレオ方式に対し、5台のス
ピーカで視聴位置を囲むサラウンド方式が提案され、さらに近年では視聴位置を中心にしてスピーカを上方・下方にも配置
する三次元音響再生システムが映画館やテレビ放送などで導入されている。より多くのスピーカを用いることで、空間内で
の音像の定位や大きさの表現についての自由度や精度が向上することが明らかになっており、また、それらの空間表現をヘ
ッドホンを用いて再現しようという試みも開発・実用化されつつある。 
 こうしたシステムでは、音信号（オブジェクト）と定位など音に付随する情報（メタデータ）を分離し再生時に合成を行
うオブジェクト方式と呼ばれる手法が用いられることも多い。メタデータは「音響定義モデル（Audio Definition Model）」
などによって、定位、音像の大きさ、残響の量などが指定されることになっているものの、その中でもヘッドホン再生時に
モノラル音源から音像の大きさ（音像幅）を作り出す方法については決定打がないのが現状である。それを受け、本研究で
はヘッドホン再生において聴感上の音の大きさを調整する新たな手法を提案した。具体的には、音像幅を広げたい元音源を
細かい周波数帯域ごとに分割し、それぞれの帯域に異なる方向の頭部伝達関数をかけてから再合成するというものである。
ここで、分割帯域数の設定、頭部伝達関数の適用方法、再合成の方法、頭部伝達関数の個人化など、いくつもの変数が複雑
に絡み合っている。そこで、申請者は聴取実験を通して提案手法の精度を向上させるとともに、その有効性の客観的な確認
を行っていったのが本研究の骨子である。 
 上記のように本研究は内容も手法も極めて工学的であるが、提案手法を録音編集ソフトウェアの中で利用できるようにし
実際に作品制作経験のあるエンジニアに制作現場に近い設定で使用してもらうことで有効性の確認を行ったことにより、本
研究を単に理論上のものではなく実用性までも視野に入れたものにできた。結果として、手法の提案と検証にとどまらず、
音色印象を犠牲にすることなくリアルタイムで音像幅の拡大が可能となるシステムの実装までを行う充実した研究となった。 
 論文審査会では、実験に用いた元音源の特性や、実験参加者の耳形状の個人差などについて問題提起がなされたものの、
研究の新規性・有用性についての評価は審査員が一致して認めるところであった。本論文は博士の学位にふさわしいもので
ある。 
